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伯耆町議会だより

（2）

第52号

平成29年度　一般会計補正予算（第４号）
※内容は抜粋したものを掲載しております。

“6,000万円を増額補正し、
　　　　　　　補正後増額は、78億700万円に”

こ
の
た
び
新
た
に
、
溝
口
分
庁
舎
等 

改
修
事
業

に
１
，
２
６
７
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

八郷小学校　屋内運動場

平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
会
期
を
10
日
間
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
町
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
５
７
５
万
円
の
増

●
不
動
産
売
払
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
４
９
万
円
の
増

●
町
債
（
町
の
借
入
金
）
　
　
　
　  

３
，
２
１
０
万
円
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

歳
　
入

入
っ
て
く
る
お
金

歳
　
出

●
溝
口
分
庁
舎
等 

改
修
事
業
（
設
計
）
　 

１
，
２
６
７
万
円

●
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
８
１
万
円

●
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

移
転
改
修
事
業
　 

９
０
０
万
円

●
ふ
た
ば
保
育
所 

増
改
築
事
業
　
　
　
　
　
　 

８
７
７
万
円

●
伯
耆
町
和
牛 

肥
育
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
　 

２
４
０
万
円

●
観
光
地
魅
力
づ
く
り
事
業
（
町
道 

高
丸
線
等 

照
明
灯
設
置

事
業
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

２
５
０
万
円

●
学
校
施
設
整
備
事
業
（
八
郷
小
学
校 

屋
内
運
動
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
９
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

出
て
い
く
お
金

ふたば保育所

町子育て支援センター内の様子

溝口保育所



●
教
育
委
員
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
教
育
委
員
会
委
員
に
濱

田
真
代
氏
を
任
命
さ
れ
た
。

（
以
上
議
案
提
案
）

●
本
庁
舎
等
大
規
模
改
修
工
事

　
本
庁
舎
及
び
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
建
築
か
ら
約
30

年
経
過
し
て
い
る
こ
と
、
鳥
取
西
部
地
震
、
鳥
取
中
部
地
震

と
２
度
の
地
震
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
具
合
箇
所
が
あ

る
の
で
修
繕
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
。
ま
た
、
併
せ
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
防
災
に
配
慮
し
た
改
修

を
行
う
。

●
景
山
総
業
有
限
会
社
が
行
う
開
発
事
業
に
関
す
る
協
定
書

の
締
結
に
つ
い
て
。

　
景
山
総
業
有
限
会
社
が
行
う
、
三
部
地
内
で
の
真
砂
土
採

取
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
真
砂
土
採
取
事
業
を
承
継

し
て
き
た
が
、
採
取
・
跡
地
保
全
（
緑
化
等
）
に
つ
い
て
完

了
の
目
途
が
立
っ
た
た
め
、
こ
の
新
規
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

●
吉
長
地
内
に
お
け
る
集
合
住
宅
新
築
工
事
に
伴
う
開
発
協

定
書
の
締
結
に
つ
い
て
。

　
現
在
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
開
発
面
積
が
２
，
０
０
０

㎡
に
満
た
ず
、
本
町
の
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
開
発
協
議

お
よ
び
協
定
締
結
が
不
要
で
あ
っ
た
が
、
既
存
の
開
発
区
域

に
隣
接
す
る
用
地
に
て
新
築
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、

一
体
の
事
業
と
し
て
開
発
協
議
お
よ
び
開
発
協
定
を
締
結
す

る
。

●
溝
口
保
育
所
長
寿
命
化
改
修
工
事
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
。
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

●
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
伯
耆
町
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事

業
助
成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
平
成
29
年
９
月
17
日
の
台
風
18
号
に
よ
り
、
擁
壁
を
被
災

し
た
世
帯
が
あ
り
、
復
旧
に
係
る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
た

め
本
条
例
の
対
象
事
業
に
石
垣
等
の
補
修
を
追
加
す
る
も
の
。

●
伯
耆
町
溝
口
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
変
更
契
約

　
外
壁
等
修
繕
の
増
に
よ
り
契
約
金
額
３
３
４
万
円
増
額

●
伯
耆
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
選
定

結
果
に
つ
い
て
。

　
鬼
の
伝
承
公
園
ほ
か
２
施
設
（
鬼
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
）
応

募
な
し
、
こ
の
た
め
直
営
（
単
年
度
）

　
別
所
川
渓
流
植
物
園
ほ
か
２
施
設
（
交
流
の
森
、
丸
山
ふ

れ
あ
い
の
森
）

　
選
定
さ
れ
た
団
体
名

　
　
伯
耆
町
地
域
振
興
株
式
会
社

　
　
丸
山
生
産
森
林
組
合

　
　
岸
本
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

平
成
29
年
度
12
月
定
例
会
（
全
員
協
議
会
）
は

12
月
５
日
・
15
日
に
開
催
。
本
会
議
上
程
議
案

等
説
明
を
受
け
た
。

主
な
協
議
事
項

　
老
朽
化
し
た
溝
口
保
育
所
に
つ
い
て
、
耐
久
性
を
高
め
る

不
具
合
箇
所
等
の
修
繕
に
加
え
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を
向

上
さ
せ
る
改
修
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

●
伯
耆
町
教
育
振
興
基
本
計
画
（
見
直
し
）
の
策
定
状
況
に

つ
い
て
。

　
伯
耆
町
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
10
年
間
で
、
伯
耆
町
の
教
育
全
般
の
基
本
的
な
方

針
と
な
る
も
の
。
平
成
29
年
３
月
に
第
２
次
伯
耆
町
総
合
計

画
の
策
定
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
上
位
計
画
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
施
策
等
の
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
、
見
直
し
を
行
う
も
の
。

●
伯
耆
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
及
び
増
築
工
事
設
計

業
務
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
。

　
本
設
計
の
対
象
建
物
で
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
新

耐
震
設
計
法
（
昭
和
56
年
）
以
降
の
基
準
に
よ
り
設
計
施
工

さ
れ
た
建
物
で
あ
る
た
め
、(

財)

日
本
建
築
防
災
協
会
で
定

め
ら
れ
て
い
る
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
は
不
要
。
し
か
し
、

建
築
後
25
年
が
経
過
し
て
お
り
、
各
部
の
経
年
劣
化
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
衛
生
環
境
の
改
善
等
を
図
る
改
修
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
室

に
係
る
増
築
工
事
を
行
う
も
の
。

●
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
。

　
地
方
へ
の
進
出
を
目
指
し
て
い
る
企
業
等
に
対
し
て
溝
口

分
庁
舎
６
階
を
提
供
し
、
執
務
環
境
、
立
地
環
境
、
生
活
環

境
、
雇
用
な
ど
進
出
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
で
き
る
だ
け
避
け
、

本
町
へ
の
進
出
を
支
援
す
る
。

※

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は…

…

企
業
等
が
本
拠
か
ら
離

　
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
遠
隔
勤
務
す
る
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
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調
査
の
概
要

　
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
現
象
の

中
、
町
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
策
定
し
た
地

方
創
生
戦
略
と
し
て
、「
地
産
地
食
」

を
軸
に
町
の
農
業
と
食
文
化
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
事
業
を
実
施
中
。

　
神
山
町
、
一
般
社
団
法
人
神
山
つ

な
ぐ
公
社
及
び
民
間
企
業
の
三
者
が

出
資
し
「
農
業
会
社
フ
ー
ド
ハ
ブ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
、
生
産
か
ら

店
で
の
販
売
ま
で
一
連
の
流
れ
を
企

画
、
運
営
。

　
同
社
の
ス
タ
ッ
フ
は
18
名
、
う
ち

10
名
は
移
住
者
で
、
新
規
就
農
者
の

受
け
入
れ
、
若
者
の
移
住
・
定
住
対

策
の
効
果
も
み
ら
れ
る
。

総務経済常任委員会行政調査報告

地域活性化事業に取り組んでいる自治体等を調査

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町

　
　
　
　（
株
）フ
ー
ド
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
知
県
高
岡
郡
梼
原
町

調　査　先　徳島県名西郡神山町及び高知県高岡郡梼原町

行政調査委員　大森　英一、　森下　克彦、　篠原　天、　渡部　勇

　　　　　　　一橋　信介、　杉原　良仁、　杉本　大介

 

調
査
の
概
要

　
高
知
県
で
は
、
中
山
間
対
策
を
抜

本
強
化
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
集
落
の
維
持
・
再
生
の
取
組

み
事
業
を
実
施
中
。

　
梼
原
町
に
お
い
て
は
、
旧
村
単
位

に
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
６
ケ
所
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
初
瀬
区
で
は
、
旧
小
学
校
跡
を
活

用
し
た
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
つ

せ
」
を
設
置
し
、
か
ね
て
か
ら
行
な

っ
て
い
た
韓
国
と
の
交
流
を
資
源
と

し
て
、
「
鷹
取
キ
ム
チ
」
の
生
産
、

販
売
の
拡
大
。
韓
国
風
レ
ス
ト
ラ
ン
、

韓
国
式
サ
ウ
ナ
を
経
営
。

　
ま
た
、
隣
接
松
原
区
「
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
ま
つ
ば
ら
」
と
共
同
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
絆
」
を
設
立
、
住
民

に
よ
る
過
疎
地
有
償
運
送
事
業
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
西
区
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ゆ
す

は
ら
西
」
で
は
、
増
加
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
と
し
て
、
国
内
初
と
な
る
移

動
式
解
体
処
理
車
を
購
入
し
、
ジ
ビ

エ
商
品
の
製
造
・
販
売
を
行
な
い
、

地
域
資
源
を
お
金
に
換
え
る
仕
組
み

と
持
続
可
能
な
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

の
事
業
を
展
開
中
。

移動式解体処理車（ジビエカー）：梼原町提供

　
少
子
高
齢
化
の
社
会
現
象
下
、
町

と
中
山
間
地
域
が
連
携
し
各
種
の
地

域
活
性
化
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
町
行
政
に
よ
る
中
山
間
地
域

支
援
策
検
討
の
参
考
と
す
る
。

調
査
の
ま
と
め

※事業の仕組み

調理・加工

食堂・パン屋

（料理人）

農作物を売る

地元農家

食べる・購入 地域の人

農
作
物
を
提
供

食育
土地を貸す

農
業
指
導

育成・支援

経営・栽培

フードハブスタッフ
新規就農者

農作物を売る

み
ょ
う
ざ
い

か
み
や
ま

た
か
お
か

ゆ
す
は
ら
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調
査
の
概
要

　
平
成
25
年
３
月
同
市
の
女

子
中
学
生
の
自
死
を
受
け
第

三
者
に
よ
る
い
じ
め
調
査
委

員
会
の
提
言
を
も
と
に
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、

平
成
28
年
３
月
に
施
行
。

⑴
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

タ
ー

　
元
学
校
長
、
教
頭
な
ど
の

Ｏ
Ｂ
２
人
、
危
機
管
理
や
法

律
に
精
通
し
た
元
警
察
官
２

人
を
非
常
勤
で
再
雇
用
し
、

各
小
中
学
校
を
巡
回
し
先
生

方
と
情
報
交
換
及
び
相
談
事

案
や
現
状
把
握
に
努
め
、
い

じ
め
の
撲
滅
に
向
け
た
対
応

を
協
議
し
、
健
全
な
学
校
生

活
が
営
ま
れ
る
よ
う
指
導
助

言
な
ど
行
っ
て
い
る
。

⑵
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ル
ー
ム
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー

　
平
成
26
年
度
か
ら
全
中
学

校
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
は

５
小
学
校
に
配
置
。
週
３
〜

４
回
の
勤
務
し
、
日
常
か
ら

授
業
に
入
り
込
み
生
徒
観
察
、

声
か
け
、
相
談
、
連
絡
ノ
ー

ト
等
、
教
員
と
は
違
う
立
場
、

視
点
で
対
応
し
、
支
援
し
て

い
る
。
（
県
の
臨
床
心
理
士

会
の
推
せ
ん
）
を
登
用
し
て

い
る
。

教育民生常任委員会行政調査報告

調　査　先　奈良県橿原市及び滋賀県野洲市

行政調査委員　乾　裕、　幅田　千富美、　幸本　元、　細田　栄

　　　　　　　勝部　俊徳、　永井　欣也、　長谷川　満

奈
良
県
橿
原
市 

い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　滋
賀
県
野
洲
市
の
保
健
事
業

 

調
査
の
概
要

　
健
診
期
間
半
ば
に
未
受
診

者
に
対
す
る
勧
奨
通
知
を
送

付
。
電
話
に
よ
る
勧
奨
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
県
下
ト
ッ
プ

の
特
定
健
診
受
診
率
を
確
保
。

「
糖
尿
病
腎
症
重
症
化
予
防

指
導
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

地
元
医
師
会
等
と
調
整
の
う

え
、
昨
年
に
引
き
続
き
デ
ー

タ
調
整
と
分
析
及
び
希
望
対

象
者
に
対
す
る
保
健
指
導
等

を
実
施
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
特
定

保
健
指
導
と
は
別
に
軽
度
の

糖
尿
羅
患
者
を
対
象
と
し
て

主
治
医
と
連
携
し
な
が
ら
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
、
６
ヶ

月
間
の
重
症
化
予
防
指
導
を

実
施
。

⑵
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

計
画

　
保
険
者
は
、
レ
セ
プ
ト
等

や
統
計
資
料
等
を
活
用
し
、

「
特
定
健
診
等
実
施
計
画
」

の
策
定
や
見
直
し
、
そ
の
他

の
保
健
事
業
を
実
施
。
今
後

は
、
被
保
険
者
の
健
康
保
持

に
努
め
、
保
有
す
る
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
保
健
事
業
の
展
開
し
、

重
症
化
予
防
を
進
め
て
い
く
。

いじめ基本条例（橿原市）

特定健診受診向上について調査（野洲市）

教育行政及び健康受診率向上施策等を調査

　
い
じ
め
等
重
要
な
学
校
問

題
の
早
期
発
見
、
学
校
現
場

の
相
談
、
指
導
的
立
場
の
第

三
者
的
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、

公
募
で
は
な
く
、
適
任
者
を

探
し
て
任
命
し
、
活
発
な
い

じ
め
対
策
の
動
き
が
感
じ
ら

れ
た
。 調

査
の
ま
と
め

1.
特
定
健
診
の
受
診
率
が
平

成
28
年
度
は
53
％
と
高
く

（
伯
耆
町
平
成
28
年
度
43

％
）
未
受
診
者
に
対
す
る
受

診
勧
奨
の
通
知
が
効
果
的
と

考
え
る
。

2.
国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰

り
入
れ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

新
国
保
保
険
料
は
県
下
統
一

の
予
定
（
平
成
36
年
を
想

定
）

調
査
の
ま
と
め

か
し
は
ら

や

　す
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９
月
28
日
、
29
日
　
南
部
町
・
伯
耆
町
清
掃
施
設
管
理
組
合
議
会
行
政
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
　部
　議
　員
　・
　一
　橋
　議
　員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　森
　下
　議
　員
　・
　長
谷
川
　議
　員

10
月
３
日
、
４
日
　
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
議
会
行
政
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長
　・
　細
　田
　議
　員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　乾
　
　
　議
　員
　・
　杉
　本
　議
　員

10
月
23
日
、
24
日
　
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　勝
　部
　議
　員
　・
　一
　橋
　議
　員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
　本
　議
　員

11
月
７
日
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長

11
月
14
日
　
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長

11
月
17
日
　
日
野
病
院
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
　原
　議
　員

11
月
20
日
　
地
方
自
治
70
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長

11
月
21
日
　
中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山
米
子
線(

蒜
山
Ｉ
Ｃ
〜
米
子
Ｉ
Ｃ
間)

　
　
　
　
　
４
車
線
化
促
進
期
成
同
盟
会
総
決
起
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長
　・
　幸
　本
　副
議
長

11
月
22
日
　
第
61
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
及
び
第
42
回
豪
雪
地
帯
町

　
　
　
　
　村
議
会
議
長
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長

11
月
24
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
　
　議
　
　員

11
月
29
日
　
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
　原
　議
　長

諸
報
告
書

　本町は、中山間地域に広範な道路網を有しており、自動車交通が生活の根幹を支える中山間地集落

のため、道路整備とその維持は必要不可欠である。

　持続可能な中山間地域を構築するためには、日常生活を支え、災害時、緊急時、積雪時等に安全な

通行ができる道路整備が必要であり、歴史や自然など豊かな観光資源等を有効に活用した観光交流人

口の拡大や安心して暮らせる地域づくりなど、地方創生を進めるための前提基盤としても地域を繋ぐ

インフラ（道路）整備は重要である。

　しかしながら、道路財特法で規定されている補助率等の嵩上げ措置は平成29年度末で期限切れとな

り、平成30年度以降の道路整備に係る補助率等が低減されることで、その結果、自主財源に乏しい本

町における今後の計画的な道路整備が困難となり、地方創生の実現が大きく遠ざかることが危惧され

る。

　よって、国におかれては、道路財特法に基づく補助率等の嵩上げ措置を平成30年度以降も継続する

よう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年12月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西伯郡伯耆町議会

衆議院議長、参議院議長ほか関係大臣様

道路財特法による補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書（要旨）道路財特法による補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書（要旨）道路財特法による補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書（要旨）

衆議院議長等に提出した意見書衆議院議長等に提出した意見書
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伯耆町議会に関するアンケート調査について（御礼）伯耆町議会に関するアンケート調査について（御礼）
　伯耆町議会では、平成29年６月に議員全員で構成する「議会基本条例等調査特別委員会」と「議員

定数等調査特別委員会」を設置し、議会のあり方、議員の行動規範、議員定数等について調査、研究

を行っております。

　特に直近の町議会議員選挙における２回にわたる無投票について、深刻に受け止めており、このた

び特別委員会では、町民の皆様の議会に対する意向やご意見を伺い、今後の議会改革の審議の参考に

させていただくため、平成29年11月27日から同年12月11日の期間、アンケート調査を実施いたしま

した。

　ご協力いただきました町民の皆様、誠にありがとうございました。

伯耆町議会に関するアンケートの調査結果

◆調査対象者　　住民基本台帳（平成29年11月１日現在登録）

　　　　　　　　　18歳以上、2,000人を男女別、年齢別に同数抽出

◆配布及び回収　　郵送により送付、返信

◆調 査 期 間　　平成29年11月27日から12月11日

◆回 答 状 況　　

　また、アンケート調査は参考資料として、鳥取県西部町村の議員定数・報酬額等の一覧を添付して

行いました。回答内容については、次ページよりご覧ください。

［参考資料］

合計

2,000人

745人

37.3％

女性

1,000人

387人

38.7％

男性

1,000人

354人

35.4％

送付

回答

回答率

不明

4人

回答率

32.3％

21.5％

26.5％

29.0％

40.4％

54.2％

48.8％

37.3％

回答数

20人

58人

88人

97人

135人

181人

163人

3人

745人

発送

62人

270人

332人

334人

334人

334人

334人

2,000人

年齢

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明

合計

（無効：選択項目すべてに回答が無かったもの２通）

14

14

16

10

12

10

10

11,371

11,243

17,003

3,497

5,056

3,414

3,147

744,714

721,233

1,143,283

229,427

799,213

352,266

361,457

139.44

114.03

189.83

4.20

340.96

133.98

124.52

議員期末手当
(円)

861,900

861,900

861,900

800,573

861,900

832,728

861,900

議員定数
(人)

財政規模
(万円)

全人口
(人)

面積
(k㎡)

月額議員報酬
(円)

町村名

伯耆町

南部町

大山町

日吉津村

日南町

日野町

江府町

221,000

221,000

221,000

221,000

221,000

221,000

221,000
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《伯耆町議会に関するアンケート》

※自由記述も多くいただきましたが、プライバシー保護の観点から、内容については記載いたしま

　せん。何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

あなたは、これまでに（平成17年合併後）町議会を傍聴したことがありますか。（○印１つ）

10回以上4～5回1回 2～3回無い 6～9回

5人

0.7%

6人

0.8%

1人

0.1%

合計

745人回答数

構成割合

692人

92.9%

14人

1.9%

27人

3.6%

あなたは、ここ１～２年の間で町議会だより（年４回発行）を読んでいますか。（○印１つ）

ほとんど読んでい

ない

まったく読んでい

ない

ほとんど全部読ん

でいる

関心のある記事だ

け読む

740人138人

18.6％

合計

161人

21.8%

121人

16.4%

回答数

構成割合

320人

43.2%

あなたは、ここ１～２年の間で伯耆町有線テレビの議会放送（一般質問など）を見ていますか。
（ユーチューブによる議会放送を含む。○印１つ）

まったく見ていない
関心のある議員や

項目だけ見る
ほとんど見ていないほとんど見ている 合計

261人

35.1%

743人261人

35.1%

回答数

構成割合

65人

8.7%

156人

21.0%

あなたは、議会として町行政へのチェック機能は働いていると思いますか。（○印１つ）

わからないまあまあ働いている思う 思わない

734人

合計

382人

52.0%

149人

20.3％

回答数

構成割合

37人

5.0%

166人

22.6%

0人 200人 400人 600人

164人

80人

515人

272人

68人

76人

147人

105人

議員（議会）の権限に魅力がない

議員報酬が低い（月額221,000円）

議会に対する町民の無関心

家庭との両立が難しい

現役サラリーマンでは、議員活動は時間的に無理

会社員のような厚生年金・健康保険、以前あった議員年金もなく将来が不安

地域・集落の支援を得ることがわずらわしい

その他自由記載

議会議員選挙は、2回続けて無投票となりましたが、何が原因と思われますか。(複数回答可)
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アンケートにご協力いただきまして誠にありがとうございました。

　皆様にいただいた貴重なご意見を議会内でしっかりと共有し、今後の議会改革の審議の参考にさ

せていただきたいと思います。

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

農業や自営業等と兼業が望ましい

年金受給者等の高齢者が望ましい

議員報酬を上げてでも若い人（現役世代）に出てもらいたい

より多くの女性に出てもらいたい

その他自由記載

117人

29人

286人

185人

134人

伯耆町議員のなり手不足解消対策について、どう思われますか。（〇印1つ）

0人 100人 200人 300人 400人 500人

460人

55人

147人

366人

63人

人口規模

面積規模

県内他市町村との比較

予算規模・財政状況

その他基準となると思われるもの

議員定数を考える際に、何を基準に考えたらよいと思われますか。(複数回答可)

増員すべき
14人　1.9％

現状程度がよい
231人　32.1％

減員すべき
286人　39.7％

わからない
189人　26.3％

伯耆町議会議員の定数は１４人ですが、どう思われますか。(○印1つ)

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人 400人

274人

367人

304人

307人

291人

90人

財政や町行政へのチェック及び最終決定

地域に密着した生活環境の改善や制度活用等の相談役

議会や議員がどのような働きをしているか、わかるように情報発信する

まちづくりに対する政策提案や議員提案

議員の資質を上げ、議会の権能を高める

その他自由記入

あなたが議会議員に期待することは何ですか。(複数回答可)



議
事
録
は
議
会
事
務
局
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

７人の議員が
一般質問を行いました。
７人の議員が
一般質問を行いました。一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、

町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

一般
  質問 町政　問う！町政　問う！をを

ページ 質　問　事　項 質問議員

12

13

１．目標とする財政フレームについて

２．育児休業中の保育所入所緩和について　　他

14
１．可燃物ごみ処理事業について

２．積極的な空家対策について　　他

１．町道等の除雪対策について

２．溝口地域活性方策について

15 １．町情報を「電光掲示板」で発信の検討について

１．“少人数学級”導入は、「ゆとり」や「学習格差解消」などに効果をもたらしたか

２．実効性のある「町民保護計画」の策定を　　他
16

17
１．国保の県単位化について

２．（仮称）鳥取西部風力発電事業について　　他

11
１．スマートフォンを活用した子育て支援について

２．国民健康保険での保健事業充実について 　他

細田　　栄

乾　　　裕

森下　克彦

幅田千富美

勝部　俊徳

youtubeの二次元
バーコードはこち
らです。

伯耆町議会だより
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杉原　良仁

長谷川　満
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町政を問う

スマートフォンを活用した子育て支援を

乾
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無

料
で
利
用
で
き
る
「
母
子
健

康
手
帳
ア
プ
リ
」
を
活
用
し

た
子
育
て
支
援
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
が
県
内
で
も
始
ま
っ

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が

で
き
な
い
か
。

町
長
　
全
国
で
取
り
入
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、「
母

子
健
康
手
帳
」
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
交
付
す
る
も
の
で

あ
り
、
代
替
え
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
等
は
補
助
ツ
ー
ル
と

見
て
い
る
。
今
後
の
時
流
を

見
定
め
る
こ
と
も
必
要
。
研

究
を
続
け
る
。

乾
　
国
民
健
康
保
険
の
保
健

事
業
に
お
け
る
「
糖
尿
病
重

症
化
予
防
」
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

健
康
対
策
課
長
　
町
で
は
要

指
導
基
準
値
を
越
え
る
対
象

者
に
糖
尿
病
予
防
教
室
を
開

催
し
、
専
門
医
の
講
演
、
生

活
・
食
事
指
導
し
て
い
る
。

　
西
部
医
師
会
で
は
地
域
連

携
パ
ス
で
患
者
の
検
査
結
果

や
治
療
方
針
を
共
有
。
治
療

を
サ
ポ
ー
ト
。
県
西
部
福
祉

保
健
局
が
中
心
と
な
り
、
県

西
部
管
内
糖
尿
病
栄
養
指
導

実
施
要
領
を
平
成
27
年
に
作

成
。
糖
尿
病
の
初
期
段
階
の

適
正
管
理
と
進
行
予
防
の
た

め
医
療
機
関
の
指
示
の
も
と

栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

伯
耆
町
で
は
４
名
の
実
績
。

　
さ
ら
に
、
町
内
の
中
学
生

に
対
し
て
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
を
開
催
し
、
若
い

頃
か
ら
の
予
防
知
識
向
上
に

努
力
し
て
い
る
。

乾
　
伯
耆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
刷
新
さ
れ
た
が
ア
ク
セ
ス

数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

企
画
課
長
　
29
年
春
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
か
ら
11
月
末
で
68
万
６
，

１
８
４
件
。
１
日
平
均
２
，８

１
２
件
で
あ
り
1.6
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

乾
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

利
便
性
向
上
を
図
ら
れ
て
い

る
が
さ
ら
な
る
取
組
み
は
。

乾　　　裕

が
、
導
入
の
他
町
村
の
状
況
・

コ
ス
ト
面
・
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
し
た
上
で
必
要
と
判
断
で

き
れ
ば
、
低
コ
ス
ト
で
導
入

で
き
る
方
法
も
含
め
検
討
し

た
い
。

乾
　
総
務
省
の
指
導
で
は
Ａ

Ａ
ラ
ン
ク
を
目
標
と
し
て
い

る
が
今
の
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
レ
ベ
ル
は
。

企
画
課
長
　
日
本
工
業
規
格

に
準
じ
て
み
て
Ａ
ラ
ン
ク
と

認
識
し
て
い
る
。

マイナンバーの稼働を踏まえ研究町　長

医
師
会
と
の
連
携
を
強
化
し
対
応
し
た
い

医
師
会
と
の
連
携
を
強
化
し
対
応
し
た
い

健
康
対
策
課
長

国
民
健
康
保
険
で
の
保
健
事
業
充
実
を

国
民
健
康
保
険
で
の
保
健
事
業
充
実
を

（11）

糖尿病予防教室の様子

伯耆町ホームページ

企
画
課
長
　
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
制
作
し
た
が
、

全
て
の
方
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
そ
う
し
た
要
望
が
出
て
く

れ
ば
、
集
約
し
て
コ
ス
ト
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上

で
次
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
活

か
し
た
い
。

乾
　
ズ
ー
ム
サ
イ
ト（
音
声
読

み
上
げ
ソ
フ
ト
）の
導
入
は
。

企
画
課
長
　
周
辺
市
町
村
で

は
米
子
市
が
導
入
し
て
い
る

母子健康手帳アプリ
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制
度
上
は
難
し
い

育
児
休
業
中
の
保
育
所
入
所
緩
和
を

制
度
上
は
難
し
い

福
祉
課
長

保
育
所
入
所
基
準
を

緩
和
せ
よ

写
真
美
術
館
前
の
環
境

美
化
を

細
田
　
平
成
30
年
度
の
予
算

編
成
期
に
な
っ
た
が
、
平
成

32
年
度
の
財
政
指
標
は
、
ど

の
よ
う
な
見
込
み
か
。

町
長
　
平
成
28
年
度
決
算
よ

り
、
や
や
良
く
な
る
と
思
う

が
、
合
併
特
例
の
財
源
措
置

が
平
成
31
年
度
で
終
了
予
定

の
た
め
、
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。

細
田
　
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
到
達
す
る
２
０
２

５
年
問
題
、
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
、
高
等
教
育
支

援
な
ど
行
政
需
要
が
大
き
く

変
化
す
る
が
、
当
面
の
行
政

課
題
は
何
か
。

町
長
　
合
併
特
例
債
が
終
了

し
交
付
税
が
一
本
算
定
に
な

れ
ば
、
約
２
億
円
減
少
す
る
。

当
面
は
有
利
な
起
債
を
活
用

し
て
、
現
有
の
公
共
施
設
全

般
の
長
寿
命
化
、
大
規
模
改

修
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

細
田
　
来
年
４
月
入
所
の
申

請
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
第

２
子
の
育
児
休
業
中
の
た
め
、

第
１
子
の
入
所
が
で
き
な
い

事
例
が
あ
っ
た
。
せ
め
て
育

児
休
業
中
は
保
育
に
欠
け
る

と
認
定
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
児
童
福
祉
法
で

は
、
育
児
休
業
中
は
保
育
に

欠
け
な
い
と
し
て
い
る
。

細
田
　
既
に
第
１
子
が
入
所

し
て
お
り
、第
２
子
の
産
休
・

育
休
に
な
っ
た
場
合
、
第
１

子
は
退
所
さ
せ
ら
れ
る
か
。

福
祉
課
長
　
既
に
入
所
済
み

の
子
供
は
、
影
響
が
大
き
い

た
め
退
所
さ
せ
て
い
な
い
。

育
児
休
業
中
の
保
育
所
入
所
緩
和
を

細
田
　
写
真
美
術
館
前
（
大

山
側
）
の
養
魚
池
跡
地
に
雑

草
が
繁
茂
し
、
せ
っ
か
く
の

景
観
も
台
無
し
で
あ
る
。
地

権
者
と
話
し
合
い
を
し
て
環

境
美
化
に
努
め
な
い
か
。

町
長
　
農
業
委
員
会
な
ど
と

も
協
力
し
て
環
境
美
化
に
努

め
た
い
。

町政を問う

向こう３年間の財政指標は

28年度決算よりやや良くなる町　長

細田　　栄

ふたば保育所増築「定員増」

写真美術館前（大山側）の養魚池跡地

本庁舎改修予定
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町道等の除雪対策は

地域の協力を得ながら最善を尽くしていく町　長

町政を問う

杉
原
　
除
雪
作
業
を
開
始
す

る
基
準
は
積
雪
15
㎝
位
と
伺

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
10
㎝

位
に
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
地
域
の
協
力
を
得
な

が
ら
最
善
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
現
在
15
㎝
の
基
準
を
設
け

て
い
る
が
。
降
雪
状
況
を
把

握
し
た
上
で
効
果
的
な
除
雪

を
行
う
。

地
域
整
備
課
長
　
現
実
に
は

10
㎝
に
満
た
な
い
場
合
で
も

除
雪
を
開
始
し
て
い
る
。
今

後
も
弾
力
的
な
運
用
を
し
て

い
き
た
い
。

杉
原
　
主
要
道
に
接
続
す
る

集
落
道
に
つ
い
て
も
、
通
学
、

通
勤
に
間
に
合
う
早
め
の
除

雪
作
業
は
で
き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
主
要
な
路

線
は
早
い
所
で
午
前
２
時
位

か
ら
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。

集
落
道
に
つ
い
て
も
、
早
い

時
間
か
ら
行
う
よ
う
依
頼
し

て
い
る
。
遅
い
所
が
あ
れ
ば

教
え
て
頂
き
た
い
。

杉
原
　
集
落
と
し
て
は
歩
道

除
雪
が
不
可
能
な
箇
所
が
多

く
、
子
供
た
ち
は
車
道
を
歩

く
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な
場

合
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
通
学
路
は
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
て
安
全
確

保
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
通
学
時
に
車
道
を
歩
か
ざ

る
を
得
な
い
場
合
で
も
、
安

全
確
保
が
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
定

員
、
便
数
等
を
勘
案
し
、
関

係
部
署
と
も
協
議
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

杉
原
　
町
と
し
て
分
庁
舎
を

中
心
と
し
た
人
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
方
策
は
な
い
か
。

　
分
庁
舎
に
行
け
ば
、
何
で

も
相
談
で
き
る
体
制
は
で
き

な
い
か
。
例
え
ば
保
健
師
や
、

生
活
相
談
が
で
き
る
人
を
配

置
で
き
な
い
か
。

街
な
か
の
交
通
の
改
良
を
検
討

街
な
か
の
交
通
の
改
良
を
検
討

町

　長

溝
口
地
域
活
性
方
策
は

溝
口
地
域
活
性
方
策
は

除雪作業中

溝
口
地
域
の
活
性
方
策
に

つ
い
て

積
雪
時
の
通
学
路
安
全

対
策
に
つ
い
て

町
長
　
合
併
協
議
に
基
づ
い

て
旧
岸
本
町
に
本
庁
舎
、
旧

溝
口
町
に
分
庁
舎
は
き
ま
っ

た
こ
と
。

　
分
庁
舎
は
縮
少
を
し
て
き

た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
に

詳
し
い
職
員
の
配
置
に
心
掛

け
る
等
工
夫
し
て
い
る
。

　
街
の
賑
わ
い
は
、
街
な
か

の
交
通
に
ス
ム
ー
ズ
さ
が
欠

け
る
の
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
改
良
を
検
討

し
て
い
る
。

　
活
性
化
で
い
え
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
あ
り
、

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
今

の
状
況
に
マ
ッ
チ
し
た
よ
う

な
仕
事
が
作
れ
な
い
か
模
索

し
て
い
る
。

総
合
窓
口
課
長
　
分
庁
舎
へ

の
保
健
師
配
置
は
、
平
成
19

年
度
ま
で
で
、
そ
の
後
９
年

間
は
配
置
は
な
く
、
現
在
住

民
の
方
々
は
、
い
な
い
こ
と

を
認
知
さ
れ
て
お
り
配
置
の

必
要
は
感
じ
て
い
な
い
。
他

の
相
談
で
も
本
庁
舎
と
連
絡

を
と
り
あ
っ
て
お
り
問
題
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

杉
原
　
　
合
併
す
る
と
有
利

な
条
件
の
起
債
が
あ
る
が
、

今
ま
で
の
起
債
総
額
は
い
く

ら
か
、
そ
の
起
債
は
岸
本
地

域
、
溝
口
地
域
そ
れ
ぞ
れ
い

く
ら
か
。

総
務
課
長
　
平
成
28
年
度
ま

で
の
合
併
特
例
債
は
、
総
額

で
35
億
６
，６
８
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
岸
本

地
域
分
は
19
億
５
７
０
万
円
、

溝
口
地
域
は
４
億
８
，８
１
０

万
円
、
全
域
で
実
施
す
る
も

の
は
11
億
７
，３
０
０
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
充
当
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、

過
疎
地
域
で
あ
る
溝
口
地
域

は
、過
疎
債
も
利
用
し
て
い
る
。

杉原　良仁

町
道
等
の
除
雪
に
つ
い
て
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積
極
的
な
空
家
対
策
を

特
定
空
家
と
な
ら
な
い
よ
う
関
与
し
て
い
く

特
定
空
家
と
な
ら
な
い
よ
う
関
与
し
て
い
く

総
務
課
長

使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ
、

焼
却
灰
の
再
処
理
は

町
有
財
産
で
あ
る
水

路
・
道
路
の
管
理
及

び
処
分
状
況

積
極
的
な
空
家
対
策
を

森
下
　
事
業
所
、
保
育
所
か

ら
収
集
さ
れ
た
紙
オ
ム
ツ
は
、

燃
料
と
な
る
ペ
レ
ッ
ト
に
再

生
さ
れ
て
い
る
が
、
家
庭
か

ら
の
排
出
分
も
加
え
、
更
な

る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
考
え
は
。

町
長
　
施
設
の
稼
働
能
力
、

再
処
理
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し

拡
大
す
る
と
す
れ
ば
、
当
面

は
、
保
育
園
児
の
家
庭
か
ら

持
ち
込
ん
だ
形
の
も
の
が
検

討
材
料
。

森
下
　
可
燃
物
ご
み
焼
却
後

の
灰
に
つ
い
て
、
溝
口
分
は

兵
庫
県
及
び
愛
知
県
内
の
、

岸
本
分
は
三
重
県
内
事
業
者

に
再
資
源
化
を
委
託
し
て
い

る
が
、
委
託
先
を
同
一
と
す

れ
ば
、
灰
処
理
委
託
経
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長
　
再
処
理
コ
ス
ト
、
委

託
先
処
理
能
力
を
勘
案
し
て

委
託
先
を
決
定
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
の
考
え
で
対
処

す
る
。

森
下
　
生
活
用
、
農
業
用
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
水
路
・

道
路
は
町
有
財
産
で
あ
る
が
、

補
修
を
含
め
維
持
に
当
る
管

理
者
は
町
で
良
い
か
。

町
長
　
町
有
財
産
で
あ
り
、

町
が
対
応
す
る
。
補
修
等
の

必
要
が
あ
れ
ば
、
産
業
課（
水

路
）
あ
る
い
は
地
域
整
備
課

（
道
路
）
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。

積
極
的
な
空
家
対
策
を

森
下
　
こ
の
よ
う
な
財
産
が

民
有
地
と
一
体
利
用
さ
れ
、

公
共
の
用
が
な
く
な
れ
ば
、

売
払
い
を
行
う
こ
と
を
周
知

し
、
税
外
収
入
の
確
保
に
努

め
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
　
売
却
し
た
事
例
が
あ

る
。
現
在
、
地
籍
調
査
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
機
会
を
通
じ
て
処
理
し

た
い
。

森
下
　
28
年
８
月
時
点
の
空

家
は
78
戸
、
そ
の
後
の
増
減

状
況
。
ま
た
、
特
定
空
家
の

認
定
戸
数
は
。

総
務
課
長
　
９
戸
の
増
が
あ

っ
た
が
、
う
ち
１
戸
に
つ
い

て
、
町
補
助
金
を
活
用
し
て

解
体
さ
れ
た
。
特
定
空
家
の

認
定
は
な
い
。

森
下
　
民
有
財
産
で
あ
る
が
、

民
生
安
定
の
観
点
か
ら
、
更

に
積
極
的
に
対
策
措
置
を
講

じ
る
こ
と
は
。

総
務
課
長
　
除
却
の
代
執
行

措
置
も
必
要
と
な
る
特
定
空

家
と
な
ら
な
い
よ
う
、
事
前

対
策
に
積
極
的
に
関
与
し
て

い
き
た
い
。

管理センターのペレット再生機

生活用・農業用に供されている水路・道路

森下　克彦

可燃物ごみ処理事業について

コストを勘案し、効率的な事業を進めたい町　長

町政を問う



町情報の発信方法について

I
T
技
術
の
進
歩
は
あ
る
。研
究
は
継
続
す
る
。

I
T
技
術
の
進
歩
は
あ
る
。研
究
は
継
続
す
る
。

町

　長

町
情
報
を「
電
光
掲
示
板
」で
発
信
の
検
討
を
。

町
情
報
を「
電
光
掲
示
板
」で
発
信
の
検
討
を
。
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長
谷
川

　現
在
、
町
に
お
け

る
行
政
情
報
発
信
と
い
え
ば
、

「
伯
耆
町
有
線
テ
レ
ビ
で
の

伯
耆
町
チ
ャ
ン
ネ
ル
」、「
広

報
ほ
う
き
・
議
会
だ
よ
り
」、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
防
災

無
線
放
送
」「
各
所
で
の
看

板
・
横
断
幕
」
な
ど
が
あ
る
。

だ
が
今
後
、
テ
レ
ビ
を
見
な

い
、
新
聞
を
見
な
い
、
町
報

を
見
な
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
行
政
の
情
報
を
取
り
に
い

か
な
い
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な

地
域
情
報
弱
者
は
確
実
に
増

え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

た
く
さ
ん
の
情
報
が
転
が
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
志
向
の
な

か
、
自
発
的
に
情
報
を
取
り

に
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

情
報
の
発
信
と
し
て
は
受
動

的
で
は
な
く
、
紙
媒
体
や
テ

レ
ビ
と
同
様
の
行
政
情
報
発

信
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
関
心

の
薄
い
と
こ
ろ
と
比
例
し
、

効
果
が
一
定
を
超
え
て
い
か

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　「
町
内
に
向
け
た
情
報
発

信
が
手
厚
い
町
だ
」
と
い
う

こ
と
を
町
外
の
通
行
者
に
も

P
R
す
る
と
い
う
よ
う
な
効

果
が
あ
る
と
期
待
し
、
ま
ず

は
「
知
る
こ
と
」、
発
信
す

る
側
は
「
一
方
的
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
」
を

意
識
し
て
町
民
の
皆
様
と
情

報
を
共
有
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　そ
こ
で
「
テ
レ
ビ
離
れ
」、

「
紙
媒
体
離
れ
」、
及
び
パ
ソ

コ
ン
に
慣
れ
な
い
高
齢
世
代

に
対
し
、「
電
光
掲
示
板
」の

設
置
を
検
討
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　町
内
に
は
電
光
掲
示

板
の
機
能
が
つ
い
た
地
域
応

援
型
の
自
動
販
売
機
も
あ
り
、

い
ろ
ん
な
情
報
手
段
は
増
え

て
き
て
い
る
。
「
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出

す
こ
と
。
」
こ
の
基
本
姿
勢

に
基
づ
い
て
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
課
題
だ
が
媒
体
の
選
択

を
吟
味
し
な
が
ら
研
究
を
継

続
す
る
。

町政を問う

（15）

横断幕

電光掲示板

デジタルサイネージ（イメージ）

長谷川　満

自動販売機
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武
力
攻
撃
か
ら
町
民
を
守
る

実
効
性
の
あ
る「
町
民
保
護
計
画
」の
策
定
を

写
真
美
術
館「
伯
耆
・
出
雲
・
中
海
」な
ど
の

　　　Ｐ
・
Ｒ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
展
開
を

武
力
攻
撃
か
ら
町
民
を
守
る

実
効
性
の
あ
る「
町
民
保
護
計
画
」の
策
定
を

写
真
美
術
館「
伯
耆
・
出
雲
・
中
海
」な
ど
の

　　　Ｐ
・
Ｒ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
展
開
を

地
域
情
報
の
発
信
の
上
か
ら
も

「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
」も
考
え
て
み
た
い

的
確
か
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
集
約
し
た

　　よう
な「
概
要
版
」も
内
部
検
討
し
て
ゆ
く

地
域
情
報
の
発
信
の
上
か
ら
も

「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
」も
考
え
て
み
た
い

町
長

的
確
か
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
集
約
し
た

　　よう
な「
概
要
版
」も
内
部
検
討
し
て
ゆ
く

町
長

勝
部

　中
学
校
で
の
少
人
数

学
級
導
入
の
効
果
は
。

　〝
い
じ
め
〞
な
ど
へ
の
効

果
は
。

教
育
長
　
平
成
26
年
岸
中
の

先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

　
学
習
到
達
度
、
生
徒
一
人

一
人
へ
の
目
配
り
な
ど
に
大

き
な
効
果
あ
り
、
と
の
回
答
。

勝
部

　保
護
者
の
反
応
は
。

教
育
長
　
否
定
的
な
意
見
は

き
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
か
ら
も
こ
の
継
続

要
望
が
さ
れ
て
い
る
。

勝
部

　少
人
数
学
級
の
課
題

と
対
応
は
。

教
育
長
　
１
学
級
が
15
人
と

か
の
少
人
数
と
な
る
と
一
定

の
対
応
も
必
要
。

勝
部

　本
町
中
学
校
の
一
般

教
員
の
勤
務
実
態
は
。

教
育
長
　
28
年
は
、
県
平
均

よ
り
か
な
り
勤
務
時
間
が
多

か
っ
た
が
、
今
年
は
、
県
平

均
よ
り
改
善
。
少
人
数
学
級

に
よ
り
教
員
４
名
増
員
と
な

り
改
善
に
効
果
が
あ
っ
た
。

勝
部

　近
隣
国
か
ら
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

町
の
対
応
は
。

町
長
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
し

て
町
民
の
皆
様
へ
の
周
知
が

最
初
の
対
応
と
な
る
。

　
国
の
主
体
的
な
対
応
必
要
。

勝
部

　町
民
の
皆
様
へ
の
周

知
方
法
は
。

“少人数学級”導入は、「ゆとり」や
　　　「学習格差解消」などに効果をもたらしたか

総
務
課
長
　
防
災
無
線
、
広

報
車
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
周
知
。

企
画
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ト
ッ
プ
で
お
知
ら
せ
。

勝
部

　実
効
性
の
あ
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
保
護
計
画
策
定
を
。

町
長
　
適
切
か
つ
必
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
集
約
し
た
よ
う
な

「
概
要
版
」
も
内
部
検
討
す

る
。

勝
部

　「
伯
耆
・
出
雲
・
中

海
」
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
の
展
開
を
。

町
長
　
写
真
美
術
館
入
館
者

の
１
／
３
は
、
植
田
正
治
氏

の
コ
ア
な
フ
ァ
ン
、
１
／
３

は
建
築
物
に
造
詣
の
深
い
人
、

１
／
３
は
こ
の
地
域
周
遊
者

か
と
思
う
。

　
入
館
者
に
対
し
て
も
ま
た
、

地
域
情
報
の
発
信
の
上
か
ら

も
「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
」
も

考
え
て
み
た
い
。

「学習到達度」に効果、生徒一人一人にも
　　　　　　　　　細かな目配りできるゆとりが生まれた

教育長

勝部　俊徳

町政を問う

第52号

「ゆとり」で学習到達度もアップ！
（少人数学級・岸本中学校・２年Ｃ組）

弾道ミサイルを想定した住民避難訓練
（部活中の子どもたち）

伯耆、出雲、中海の情報発信基地へ！（写真美術館）
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地
元
へ
充
分
な
説
明
と
協
議
が
必
要

地
元
へ
充
分
な
説
明
と
協
議
が
必
要

町

　長

町政を問う

輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
日

光
演
習
場
で
の
飛
行
訓

練
に
つ
い
て

雪
害
対
策
を

巨
大
風
力
発
電
は
中
止
を

〜
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　転
換
は
地
域
経
済

　
　
　
　
　振
興
策
で
〜

幅
田
　
国
保
の
県
単
位
化
の

運
営
方
針
案
が
示
さ
れ
た
。

①
税
の
引
き
下
げ
制
度
の
改

善
は
あ
る
か
。
②
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
が
な
け
れ
ば
、

税
の
大
幅
引
き
上
げ
に
な
る
。

今
後
も
繰
入
を
実
施
さ
れ
る

か
。
③
県
独
自
支
援
制
度
の

創
設
。
④
国
庫
負
担
金
の
増

額
を
求
め
な
い
か
。

町
長
　
30
年
度
は
一
般
会
計

か
ら
繰
入
れ
、
29
年
度
同
様

の
運
営
を
予
定
。
国
庫
負
担

増
は
町
村
長
会
で
要
請
し
て

い
る
。

健
康
対
策
課
長
　
軽
減
世
帯

は
56
％
、
税
の
引
き
下
げ
は

予
定
し
て
い
な
い
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
可
能
。

幅
田
　
東
京
の
事
業
者
に
よ

る
巨
大
な
風
力
発
電
計
画
が

浮
上
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
対
応
し
た
南
部
町
の
県
へ

の
回
答
は
反
対
、
県
は
生
活

環
境
へ
の
重
大
な
影
響
懸
念

が
あ
り
、
そ
の
低
減
な
け
れ

ば
事
業
の
大
幅
縮
小
、
廃
止

を
国
に
回
答
し
て
い
る
。
本

町
は
ど
ん
な
回
答
を
さ
れ
た

か
。

町
長
　
地
元
へ
の
充
分
な
説

明
と
水
源
、
水
路
、
文
化
財
、

農
地
が
あ
り
担
当
部
局
と
の

協
議
が
必
要
な
点
を
指
摘
し

た
。

幅
田
　
29
年
１
・
２
月
の
大

雪
は
住
民
生
活
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
被

害
状
況
と
教
訓
か
ら
適
切
な

対
応
を
。

町
長
　
最
善
を
尽
く
し
て
い

く
。 巨

大
風
力
発
電
は
中
止
を

巨
大
風
力
発
電
は
中
止
を

リ
か
ら
の
落
下
事
故
等
も
あ

り
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
牛
舎
、

放
牧
場
も
近
く
に
あ
る
が
中

止
を
求
め
た
い
。

総
務
課
長
　
日
光
地
区
懇
談

会
で
説
明
、
町
防
災
無
線
で

告
知
し
た
。
大
規
模
災
害
や

国
民
保
護
措
置
の
必
要
な
事

態
等
へ
の
対
応
の
た
め
県
の

要
請
に
よ
り
配
備
さ
れ
た
も

の
。
県
か
ら
も
騒
音
対
応
な

ど
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

幅
田
　
30
年
３
月
か
ら
美
保

基
地
に
配
備
予
定
の
大
型
輸

送
、
給
油
ヘ
リ
が
日
光
演
習

場
で
離
着
陸
訓
練
を
開
始
と

の
こ
と
だ
が
、
地
元
説
明
は

さ
れ
た
か
。

　
定
員
55
名
、
大
型
車
輛
も

輸
送
で
き
る
巨
大
ヘ
リ
、
ヘ

幅田千富美

事業計画の概要
　　◆事　業　名　　（仮称）鳥取西部風力発電事業
　　◆実　施　者　　合同会社NWE-09インベストメント
　　　　　　　　　　　※日本再生可能エネルギー株式会社及び
　　　　　　　　　　　　日本風力エネルギー株式会社の関連会社と
　　　　　　　　　　　　して、風力発電所の運用を行うために設立
　　　　　　　　　　　　された特別目的会社
　　◆事業計画地　　鳥取県西部（伯耆町・南部町・江府町・日野町）
　　◆計 画 出 力　　約160,000kW（風車36基）

※出典　（仮称）鳥取西部風力発電事業に係る計画段階環境配慮書

（参考）想定されている風車の概略

項目

定格出力

ブレード枚数

ローター直径

ハブ高さ

最大高さ

緒元

4500kW程度

３枚

約 130m

約 85m

約 150m

防衛省ホームページより

国保税の引き下げと制度の改善は

29年度同様の運営町　長
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
、

条
例
の
一
部
改
正
等
13
議
案

と
予
算
決
算
等
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
等

の
６
議
案
を
厳
正
に
審
査
し
、

原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
７
名
が

登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
特
に
、
議
会

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

報
告
を
掲
載
し
読
者
の
皆
様

に
も
読
ん
で
頂
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
は
戌
年
と
い
う
こ
と

で
〝
戌
笑
う
〞
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
景
気
回
復
を
望
み
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
町

民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
私
た

ち
広
報
委
員
会
一
同
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
乾
　
　
裕
）

【
編
　
集
】

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　 

委
員
長
　
一
橋
　
信
介

　
　 

副
委
員
長
　
長
谷
川
　
満

　
　 

委
　
員
　
幸
本
　
　
元

　
　 

委
　
員
　
乾
　
　
　
裕

　
　 

委
　
員
　
杉
本
　
大
介

　
　 

委
　
員
　
森
下
　
克
彦

議会
の虫めが

ね

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。

伯
耆
町
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
中

質
問
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

の
き
っ
か
け
は
。

伯
耆
町
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
（
以
下
、
会
員
）

　
農
家
で
働
く
女
性
の
立
場

で
交
流
、
意
見
交
換
し
、
楽

し
い
農
業
を
目
指
そ
う
と
岸

本
地
区
で
立
ち
上
げ
、
約
20

年
経
ち
ま
し
た
。

質
問
　
現
在
の
会
員
は
。

会
員
　
平
成
17
年
の
町
合
併

を
機
に
溝
口
地
区
か
ら
の
会

員
も
加
わ
り
、
現
在
、
会
長

を
含
め
16
名
の
会
員
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

質
問
　
活
動
状
況
は
。

会
員
　「
地
産
地
消
」・「
食
の

安
全
」
を
図
る
目
的
か
ら
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
立
ち
上
げ
の

頃
は
有
機
栽
培
に
よ
る
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
、
最
近
で

は
「
学
校
給
食
み
そ
供
給
事

業
」
と
し
て
、
米
、
大
豆
の

供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
中
に
は
、

学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
、

野
菜
、
し
い
た
け
な
ど
の
供

給
や
、
小
学
校
で
の
合
同
給

食
会
に
出
席
も
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
従
事
す
る
女
性
の

交
流
の
場
所
作
り
も
活
動
の

一
つ
で
あ
り
、
視
察
研
修
に

出
掛
け
た
り
、
年
１
回
県
西

部
地
区
を
エ
リ
ア
と
し
た

『
女
性
農
業
者
の
集
い
』
の

開
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
　
町
民
の
方
に
お
伝
え

し
た
い
こ
と
は
。

会
員
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
で
す
。
農
家
の
女
性
の
皆

さ
ん
、
交
流
の
場
へ
お
越
し

下
さ
い
。『女性農業者の集い』　開催

日時：平成30年２月６日（火）
　　　　午前10時～

場所：米子コンベンションセンター

主催：女性農業者の集い実行委員会
　　　（伯耆町女性農業者ネットワーク、
　　　　さかいみなと女性農業人財バンク）

皆様、お出掛け下さい。

楽しい農業・儲かる農業を目指す！！

左から　長谷川さん、影山さん、事務局椎木さん、
　　　　遠藤さん、野口さん、森脇さん

境港市と伯耆町との女性会合同研修

女性同士で楽しく交流


